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高齢者が人口の3割近い本邦の超高齢化社会において、1437万人以上と推計されている加齢性難聴
対策は重要な課題である。難聴の自覚症状があっても医師に相談するのは48%のみであり、本邦での
加齢性難聴に対する病識は薄い。難聴、特に加齢性難聴を疾病として国民に周知し、補聴器相談医の
実効化、補聴器装用率、人工内耳普及率の向上が求められている。
愛媛県では30年以上前から「愛媛ヒアリング研究会」を定期開催し、医師や言語聴覚士、補聴器技能
者など多職種が参加し、聴覚に関わる様々な問題点について議論を深めてきた。本フォーラムではこ
のような学術的な研究会と市民講座および相談会をうまく融合させ、新生児聴覚スクリーニングから、
療育、補聴器を含めた人工聴覚器の適応判定や、医療・福祉介入、リハビリテーションまで、シームレ
スな聴覚支援に繋げていくことを目指している。
開催に当たっては地元の新聞社主催とし、人工内耳メーカーや補聴器販売店にも協力を依頼し、広く
新聞広告等で参加を呼びかけるとともに、採録記事として新聞に大きく掲載し、参加者のみならず多く
の市民に対しても、「きこえ」についての重要性や問題点を広く啓発できる。

※フォーラムの詳細については図表を別途添付します。

2023年耳鼻咽喉科月間　申請書

歴史ある学術的研究会「愛媛ヒアリング研究会」と市民講座を融合した新たなフォーラムを開
催し、医師のみならず、難聴支援に関わるコメディカル、教育者、自治体の関係者、さらに当
事者や家族などと問題点を共有し、シームレスな聴覚支援を目指す。

寺岡正人

愛媛県地方部会

羽藤直人

えひめ難聴フォーラム２０２３
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